
令和 7 年 9 月 1 日(月) 

太 田 市 議 会 

議長　星野　一広　様  

公明党代表　前田　純也 

 

第 20 回 全国市議会議長会研究フォーラム参加報告書 

 

１、期　　間　 

令和 7 年 8 月 27 日（水）～8 月 28 日（木）までの 2 日間 

 

２、会場及びテーマ 

会 場　 ： 　北海道札幌市　札幌文化芸術劇場 hitaru 

  【中継会場】札幌パークホテル 

テ ー マ　 ： 　～地方議会議員のなり手不足問題の解決に向けて～ 

 

３、参加者　 

前田純也、高橋えみ、谷之木勇作 

 

４、会議日程 

第 1 日　（８月２７日） 

開会式   

開催地アピール 札幌よさこいソーラン　平岸天神【ひらぎしてんじん】 

 （YOSAKOI ソーラン祭り 2024 年度優勝団体） 

会長挨拶 全国市議会議長会会長　 山形市議会議長　丸子　義弘 

開催地議長挨拶    札幌市議会議長　長内　直也 

開催市市長挨拶　    北海道札幌市長　秋元　克広 

次回開催地挨拶     島根県松江市議会 

      　　　議長　野々内 誠 

 

 

基調講演 

主権を預かる誇りと責任　 元衆議院議員 　 伊吹　文明 

   

【休憩 ２０分】 

 



パネルディスカッション 

テーマ　「多様な人材の参画促進の観点から 

地方議会議員のなり手不足問題を考える」 

 

コーディネーター 近畿大学法学部教授    辻　　陽 

パネリスト  東京大学教授    牧原　出 

パネリスト  読売新聞東京本社政治部次長  白石　洋一 

パネリスト  山口県宇部市議会議長  山下　節子 

パネリスト  北海道札幌市議会議長  長内　直也 

 

次期開催地挨拶  島根県松江市議会議長ほか、市議会議員の皆様 

 

 

以上で第 1 日の日程を終了 

 

 ※終了後、参加希望者による意見交換会が行われた。 

 

 

第 2 日（８月２８日） 

 課題討議 

 テーマ「地方議会議員のなり手不足問題の取り組み報告」 

 　 

コーディネーター　関東学院大学法学部地域創生学科教授 　牧瀬　稔 

 事例報告者　　　　長野県岡谷市議会前議長   　今井　康善 

 事例報告者　　　　鹿児島県南さつま市議会議員  　平神　純子 

 事例報告者　　　　石川県白山市議会議長   　中野　進 

 

 閉会式 

  

以上で第 2 日の日程を終了 

 

※終了後、参加希望者による市内の視察が行われた。 

 

 

 

 



５、所感等 

第２０回全国市議会議長会研究フォーラムは、８月２７日、２８日の二日間にわたり、

大会テーマに「地方議会議員のなり手不足問題の解決に向けて」を掲げ、北海道札幌

市の札幌文化芸術劇場 hitaru をメイン会場に、札幌パークホテルの中継会場と合わ

せ、全国各地から市議会議長や市議会議員等約２，５００名が集い開催された。 

初日の基調講演では、伊吹文明 元衆議院議員が、政界で活躍された経験を踏ま

えて約１時間にわたる講演の中で、「地方議会議員のなり手不足問題は、重要な課題

であり、議員退任後の生活のことも考慮しながら考えるべき時である。」そして、「選ば

れた議員としての自覚と誇りをもって、その責任を果たせるよう努力をしてほしい。」と

結ばれた。 

パネルディスカッションでは、それぞれのパネラーの方々が、前述のテーマに沿って

様々な視点から実践してきたことなどを発表、その中で「近年の地方議会議員選挙に

おける無投票での当選や、定数を下回る候補者しか集まらない状況が増えている中

で、議員定数や議員報酬の見直しなども考える時期に来ているのではないかと思う。」

との話があり、そのうえで大事になるのが「各地方議会において、住民の十分な理解と

納得を得るために、地域の状況を踏まえ十分な審議を尽くしたうえで適正な議員報酬

などを定めることが重要である。」と、地方議員のなり手不足解消に向けて考えるべき

問題を提起、本市でも議会改革推進特別委員会で議論すべきと内容であると感じた。　 

二日目の課題討議では、代表三人の市議会議員がそれぞれ取り組んできた、地方

議員のなり手不足解消のための事例を発表、岡谷市の今井康善 前議長は、定数の

削減などにも取り組みながら、開かれた議会を目指し、議会情報のオープン化やマニ

フェストスイッチで各市議会議員の政策を公開するなど、市民に分かりやすい取り組

みを推進するとともに、議場でのコンサートを開催し、市民に議会を身近に感じてもら

うことにも挑戦し、議会機能の強化を進めながら、議員力の向上を目指すことが市民

に必要とされる議員像であるとの発表があり、本市においても参考になる内容であっ

た。 

他にも、「鹿児島県内の女性議員を 100 人にする会」の取組や、MGK（みんなで　

議会を　考えるキカイ）と題しての事例報告があり、それぞれの特色を生かした取り組

みが紹介された。 

太田市においても、議員定数の見直しや、議員報酬の見直しなどについても議論さ

れてきた経緯があるが、それだけが議会改革ではなく、一人ひとりの議員が自らの議

員力の向上につながるような議論を重ねる中で、市民に必要とされる議員を目指して

いくことが、地方議員の使命であることを自覚し、今後の議会活動に取り組むべきで

あると強く感じた研究フォーラムとなった。 

 

 



第 20 回　全国市議会議長会研究フォーラムの写真 

 

 

　　 　　　

会場の様子

札幌よさこいソーラン　平岸天神

テキスト 札幌時計台


